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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12月　21日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　福田　恵子　　　　記録者　中野　円香
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 保育園等でノロウイルスが発生しています。保護者が院内に持ち込むケースが昨年見られています。

吐物や汚物の処理には、ハイター溶液に浸した雑布で包むようにして処理してください。空気感染なので、吐物や汚物をそのまま乾燥させるとすぐに広がります。昨年のことを、繰り返さないよう

注意していきましょう。

· 皮膚科診察日について

12月26日　南と東病棟　　上田正男様も診察する予定（東病棟の前に診察）

12月27日　北と西病棟

年始　(1月２日)はお休み

1月9日から開始します。

· 歯科診察日について

次回診察日、12月27日（木）。正月は休診という事で、正月明けの1月11日（金）となります。

· 薬局からインフルエンザ脳炎・脳症における解熱剤の影響についての情報提供があります。各自、

目を通して、インフルエンザが疑われる際の指示受け時、注意しましょう。

＜患者様連絡事項＞

・袴田　英司様～　発熱なく、おちついていることから、抗菌剤が飲み切り中止となっています。

　　　　　　　　　引き続き、発熱や風邪症状に注意して観察していきましょう。

・佐々木　みね様～咳嗽あり。鎮咳剤が処方になっています。発熱や風邪症状・妄想等の精神状態の

　変化等にも注意して観察していきましょう。

・上村　木一様～両上肢・体幹部分に疥癬様の発赤疹がみられています。オイラックスＢＢ軟膏処

置と六―〇ハップ入浴、更衣や環境整備等、徹底して行っていきましょう。

・中村　治彦様～本日小坂Ｄｒ来院し、左尺骨骨頭部潰瘍の診察しています。改善傾向の為、処置内容変更（ピオクタニン塗布・フランセチンパウダー散布・ガーゼは貼らない）となっています。乾燥させるとの事でした。隔日処置は継続です。12月28日（金）に再度診察予定となっています。当日、午前中に小坂Ｄｒへ連絡してください。

＜患者様ＮＣＰ検討＞

· 袴田　英司様～肺炎軽快し、妄想様の発言・行動が見られる様になってきている為、ケアプラン　　

変更しています。

♯1．妄想に左右された言動あり。

O-P　夜間の睡眠状態、妄想に左右された発言や言動、表情の変化、日中の過ごし方

T-P  本人の話を傾聴し、不安の有無について把握。

生活のリズムが整えられるよう、声をかけ誘導していく。

プログラムにも参加を促していく。

　　　　　　　　　

＜ＳＳＴ・評価・検討＞

· 先週は全ユニットお休みしています。（月の回数調整のため）

· カンファレンスでの、ＳＳＴ評価・検討法について

その週に行ったＳＳＴのメンバースタッフが、カンファレンスに参加できるとは限らず、スタッフが書いた記録用紙のみの情報であるため、積極的な検討になりにくい。同じ内容のものをカンファレンス記録に載せる必要はない為、今後、検討が必要である。







